
城
山
憲
法
九
条
の
会

結
成
八
周
年
の
集
い
を
開
催

～
長
大
・
冨
塚
准
教
授
が
講
演
～

三
月
二
十
三
日
、
カ
ト
リ
ッ

ク
城
山
教
会
信
徒
会
館
に
お

い
て
、
城
山
憲
法
九
条
の
会
結

成
八
周
年
の
集
い
が
開
か
れ
、

三
十
名
が
集
い
ま
し
た
。

会
は
、
世
話
人
の
楠
田
穣
さ

ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
、
城

山
憲
法
九
条
の
会
の
代
表
世

話
人
で
あ
る
山
口
秀
樹
さ
ん

が
開
会
あ
い
さ
つ
。
山
口
さ
ん

は
、
「
昨
年
の
総
選
挙
後
、
憲
法
改
正
の
動
き
が
急

激
に
大
き
く
な
っ
た
と
感
じ
る
。
ま
た
、
自
民
党
の

憲
法
改
正
草
案
の
前
文
を
読
む
と
、
戦
争
の
教
訓
、

復
興
へ
の
希
望
と
平
和
へ
の
決
意
や
う
ね
り
が
足

蹴
に
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
」
と
し
、
講
演
へ

の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
長
崎
大
学
準
教
授
の
冨
塚
さ
ん
が

「
憲
法
を
変
え
な
い
と
困
る
の
は
だ
れ
？
～
総
選

挙
後
の
憲
法
・
安
保
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」
と

題
し
講
演
。

富
塚
さ
ん
は
始
め
に
、
昨
年

の
総
選
挙
で
の
自
民
党
の
大

勝
が
大
多
数
の
国
民
の
支
持

の
上
に
あ
っ
た
も
の
で
な
く
、

自
民
党
の
得
票
と
議
席
数
に

は
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
小
選

挙
区
制
と
い
う
歪
ん
だ
制
度

が
も
た
ら
し
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
自
民
党
の
憲
法
改
正
の

概
要
を
示
し
、
戦
前
の
帝
国
憲

法
を
彷
彿
さ
せ
る
天
皇
を
元

首
と
し
、
国
民
の
自
由
と
権
利

を
制
限
し
、
戦
争
す
る
国
へ
導
こ
う
と
す
る
時
代
錯

誤
の
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
九
条
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
ア
メ
リ
カ

の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
等
へ
の
自

衛
隊
の
海
外
派
兵
の
た
め
に
、
歴
代
自
民
党
政
府
が

行
っ
て
き
た
九
条
を
骨
抜
き
に
す
る
よ
う
な
改
憲

解
釈
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
米
軍
の
指
揮
の
下
で
日

本
の
軍
隊
が
自
由
に
戦
争
で
き
る
国
に
変
え
よ
う

と
す
る
も
の
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
国
憲
法
は
世
界
の
国
々
の
憲
法
の
中

で
も
非
常
に
優
れ
た
内
容
を
持
っ
て
お
り
、
憲
法
改

正
の
動
き
は
国
際
平
和
を
希
求
す
る
世
界
の
歴
史

的
潮
流
に
全
く
逆
行
し
て
い
る
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
、
憲
法
を
変

え
る
必
要
は
全
く
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
富
塚
さ
ん

は
、
会
場
か
ら
の
質

問
に
答
え
る
形
で
、

今
後
九
条
を
守
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
が

憲
法
問
題
に
つ
い
て
、

少
人
数
の
場
で
で
も
、
身
近
な
人
た
ち
と
学
び
語
る

機
会
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

訴
え
ま
し
た
。

集
い
の
最
後
に
、
世
話
人
の
橋
口
亮
子
さ
ん
が

「
孫
の
た
め
に
も
九
条
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
共
に

運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
、

会
を
終
え
ま
し
た
。

（
自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
の
概
要
）

○
前
文
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
の
教
訓
と
主
権
在
民
、

 
 

国
際
平
和
主
義
の
立
場
が
骨
抜
き
に
。

○
天
皇
を
元
首
と
規
定
。
国
旗
は
日
の
丸
、
国
歌
は
君
が
代

と
し
、
国
旗
、
国
歌
尊
重
義
務
を
規
定
。

○
九
条
の
「
戦
力
の
不
保
持
、
国
の
交
戦
権
は
認
め
な
い
」

を
「
自
衛
権
の
発
動
を
妨
げ
な
い
」
と
し
、
総
理
大
臣
を

最
高
指
揮
官
と
す
る
国
防
軍
の
設
置
。
軍
人
の
犯
罪
は
裁

判
所
で
な
く
、
国
防
軍
の
審
判
所
で
判
断
。
国
民
の
領
土

等
保
全
の
義
務
を
規
定
。

○
国
民
の
自
由
、
権
利
に
は
責
任
、
義
務
が
伴
う
と
し
、
自

由
と
権
利
は
公
益
、
公
の
秩
序
に
反
し
な
い
こ
と
を
規
定
。

信
教
の
自
由
の
例
外
を
認
め
る
。
家
族
は
、
互
い
に
助
け

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
道
徳
的
内
容
を
憲
法
で
敢
え

て
規
定
。

○
総
理
大
臣
が
非
常
時
に
緊
急
事
態
宣
言
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
し
、
法
律
に
よ
ら
な
い
政
令
の
制
定
、
国
民
は
国

の
指
示
に
従
う
義
務
を
規
定
。

○
憲
法
改
正
は
、
衆
参
両
院
の
議
員
三
分
の
二
の
発
議
か
ら

過
半
数
の
発
議
で
可
能
と
し
、
国
民
投
票
の
賛
成
は
過
半

数
か
ら
有
効
投
票
数
の
過
半
数
で
改
正
と
規
定
。
公
務
員

に
課
さ
れ
て
い
る
憲
法
の
擁
護
義
務
を
新
た
に
国
民
に
求

め
る
。

再び戦争はしない

被爆者はつくらない
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原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

 
 
 

長
崎
あ
じ
さ
い
行
動
に
参
加
し
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

水
谷
厚
子
（
世
話
人
）

毎
週
金
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
「
今
す
ぐ
原
発
ゼ
ロ

へ
！
な
が
さ
き
あ
じ
さ
い
行
動
」
に
可
能
な
限
り
参
加

し
て
い
ま
す
。

こ
の
行
動
は
、
暑
い

夏
も
、
雨
、
風
、
雪
の

日
も
「
原
発
要
ら
な
い
」

「
再
稼
働
反
対
」「
命
を

守
ろ
う
」
と
唱
和
を
繰

り
広
げ
、
長
崎
市
役
所

か
ら
県
庁
ま
で
往
復
す

る
昼
休
み
パ
レ
ー
ド

（
第
三
金
曜
日
は
夕
方

の
開
催
、
市
民
会
館
前

～
中
央
橋
）
で
す
。

杖
を
つ
い
て
参
加
さ
れ
て
い
る
方
に
会
う
た
び
、
気

持
ち
を
新
た
に
隊
列
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
の
事
故
の
収
束
は
何
十
年
先
に
な
る
か
の

メ
ド
も
立
た
な
い
中
、
安
倍
首
相
は
再
稼
働
を
言
い
出

し
て
い
ま
す
。
原
発
の
最
終
処
理
の
方
法
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
、
人
間
の
手
に
負
え
な
い
も
の
を
抱
え
、
一

体
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
聞
き
た
い
。

札
束
と
い
う
魔
物
で
事
が
動
く
社
会
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
社
会
と
未
来
を
子

供
た
ち
へ
。
私
た
ち
は
あ
ま
り
欲
張
ら
ず
、
美
し
い
地

球
と
未
来
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

今
、
私
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
あ
じ
さ
い
行
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
原
発
の
な
く
な
る
そ
の
日
ま
で
、
皆

さ
ん
一
緒
に
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

映
画
「
ひ
ま
わ
り
」
試
写
会
を
観
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
口
秀
樹
（
世
話
人
）

映
画
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
米
軍
基
地
の
集
中
す
る
沖
縄

の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
描
き
な
が
ら
、「
こ
の
よ
う
な

思
い
で
生
き
る
沖
縄
の
人
々
の
現
実
を
あ
な
た
は
ど
う
思

い
ま
す
か
」
と
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

一
九
五
九
年
六
月
、
嘉
手
納
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
た
米

軍
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
が
炎
上
し
な
が
ら
現
在
の
う
る
ま
市

宮
森
小
学
校
に
突
っ
込
み
、
住
民
六
名
、
学
童
十
一
名
の

命
を
奪
い
ま
し
た
。

主
人
公
は
、
こ
の
時
助
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
苦
し
さ

や
怒
り
に
心
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
男
と
、
そ
の
孫
で
仲
間

と
一
緒
に
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
し
て
奮
闘
す
る
大
学

生
で
す
。

基
地
の
返
還
交
渉
で
、
沖
縄
の
人
々
の
思
い
や
叫
び
を

抱
え
て
ア
メ
リ
カ
と
交
渉
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ

の
願
い
を
抱
え
て
沖
縄
と
交
渉
す
る
日
本
政
府
の
姿
を
恥

ず
か
し
く
思
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
集
ま
っ
た
人
た
ち

の
唄
や
三
線
（
さ
ん
し
ん
）、
踊
り
は
ま
さ
に
沖
縄
の
人
々

の
苦
し
み
や
怒
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
負
け
な
い
生
き
る
喜

び
と
勇
気
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

（
六
月
十
五
日[

土]

チ
ト
セ
ピ
ア
ホ
ー
ル
、
二
十
三
日[

日]

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル
で
、
十
時
・
十
四
時
の
二
回
上
映

予
定
。
上
映
協
力
券
千
円
・
希
望
者
は
事
務
局
迄
連
絡
を
）

九
条
の
会
関
係
の
催
事
の
ご
案
内

ナ
ガ
サ
キ
九
条
フ
ェ
ス
タ

 
 

五
月
三
日
（
木
）
憲
法
記
念
日
に
恒
例
の
九
条
フ
ェ
ス

タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
午
後
一
時
半
か
ら
長
崎
市
公
会
堂

前
広
場
で
集
会
の
後
～
ア
ー
ケ
ー
ド
～
中
央
橋
～
中
央
公

園
ま
で
九
条
改
正
反
対
の
パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

第
七
回
憲
法
さ
る
く

   

五
月
四
日
（
金
）
み
ど
り
の
日
に
県
九
条
の
会
主
催
の

第
七
回
目
の
憲
法
さ
る
く
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

 
 

長
崎
歴
史
文
化
協
会
会
員
十
名
の
講
師
陣
の
案
内
で
、

午
前
十
時
、
活
水
大
学
下
の
オ
ラ
ン
ダ
坂
登
り
口
を
出
発

（
雨
天
の
場
合
中
止
）

Ａ
コ
ー
ス
（
東
山
手
地
区
）

旧
長
崎
英
国
領
事
館
～
東

山
手
甲
十
三
番
館
～
東
山
手
十
二
番
館
～
東
山
手
洋
風
住

宅
群
～
活
水
学
院
本
館

Ｂ
コ
ー
ス
（
南
山
手
地
区
）

大
浦
天
主
堂
～
旧
羅
典
学

校
～
グ
ラ
バ
ー
園
～
南
山
手
乙

九
番
館
～
南
山
手
二
十
七
・
二

十
八
番
館
～
旧
長
崎
税
関
下
松

派
出
所
～
旧
香
港
上
海
銀
行


